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田
　
正
　
男

　

一
、
は
じ
め
に

　

前
稿（

１
）
を
上
梓
し
た
後
、『
武
生
盆
地
の
歴
史
２
』
（
２
）

に
「
冷
泉
為
広
卿
越
後
下
向
日
記
」
を
引
い
て
「
国

府
一
宿
回
春
庵
也
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
重
要
事
項

の
見
落
と
し
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。こ
れ
は「
冷

泉
為
広
卿
越
後
下
向
日
記
と
越
前
の
旅
路
」
小
葉
田

淳
著（

３
）を
引
い
て
お
り
、
冷
泉
為
広
卿
が
細
川
政
元
の

越
後
下
向
に
同
行
し
た
折
の
道
中
日
記
で
あ
り
、
朝

倉
氏
の
応
対
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
の
見
落

と
し
に
よ
り
、
次
の
再
検
討
が
必
要
と
な
っ
た
。

①�

回
春
院
を
龍
門
寺
に
改
号
し
た
時
期
を
延
徳
二
年

と
推
定
し
た
が
、
延
徳
三
年
に
冷
泉
卿
が
回
春

（
庵
）
院
に
一
泊
と
あ
る
か
ら
、
改
号
時
期
を
再

検
討
す
る
必
要
が
生
じ
た
。

②�

足
利
義
材
の
回
春
院
へ
の
遇
居
時
期
を
文
明
十
二

年
か
ら
長
享
元
年
ま
で
の
間
と
し
た
が
、
改
号
時

期
の
見
直
し
に
伴
い
、
義
材
の
回
春
院
で
の
遇
居

時
期
を
再
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
た
。

③�

「
朝
倉
家
系
図
」（
４
）に
朝
倉
氏
家
臣
「
龍
門
寺
典
膳
」

と
あ
る
か
ら
、
龍
門
寺
は
朝
倉
氏
の
越
前
府
中
で

の
接
応
施
設
を
類
推
し
て
い
た
が
、
朝
倉
氏
の
細

川
政
元
へ
の
対
応
や
宿
所
を
回
春
（
庵
）
院
と
し

た
こ
と
か
ら
、
回
春
院
設
立
の
意
義
も
再
検
討
す

る
必
要
が
生
じ
た
。

　

以
上
、
三
点
の
再
検
討
を
し
た
い
と
思
う
。

　

二
、
冷
泉
為
広
卿
越
後
下
向
日
記

　
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
62
』（

５
）に
は
原
文
の
影
写
と

翻
刻
を
載
せ
て
い
る
。

前
述
の
通
り
、
越
前
府
中
の
回
春
庵
で
一
泊
し

た
こ
と
に
加
え
、
為
広
卿
は
管
領
の
細
川
政
元
の
越

後
下
向
に
同
行
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
、
政
元
の
動

向
を
伝
え
る
点
か
ら
も
、
史
料
価
値
の
高
い
文
献
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
。

・
朝
倉
氏
の
対
応

当
資
料
よ
り
、
朝
倉
氏
の
対
応
の
記
事
を
中
心

に
抽
出
し
て
お
こ
う
。

（
頭
書
）　
（
前
略
）
京
兆
以
下
皆
以
片
衣
皮
袴
也
、
拙
者

ハ
片
衣
小
袴
也
、
各
馬
上
也
、
京
ヲ
ハ
午
剋
ニ
出
テ
、

坂
本
ヘ
七
時
ニ
下
着
、（
後
略
）

延
徳
二マ

マ

年
三
月
三
日
、
天
晴
、
夜
微
雨
、
即
止
、
又
雨

降
、
細
川
右
大
夫
諸
国
名
所
ト
モ
一
見
シ
侍
ラ
ン
ト

テ
イ
サ
ナ
ハ
レ
ケ
レ
ハ
、
都
ヲ
出
テ
白
川
ヲ
ワ
タ
リ

侍
ト
テ
（
中
略
）

下
向
人
数　

右
京
大
夫　

細
披
官
衆
ニ
ハ
、
上
原

神
六
元
秀
、（
以
下
細
川
披
官
八
名
、
陪
臣
十
三
名
略
）、

拙
者
同
道
也
、
京
兆
中
間
衆　

大
郎
左
衛
門
・
与
二

郎
、
□
力
者
鶴　

馬
屋
者　

兵
二
郎
・
二
郎
以
上
二

人
、（
後
略
）

五
日
、
宝
林
庵
ヲ
四
時
ニ
立
、（
中
略
）
カ
イ
ツ
ニ

テ
報
恩
寺
ニ
一
宿
、（
後
略
）

（
頭
書
）
磯
野
今
井
衆
送
ニ
出
也
、
朝
倉
修
理
亮
ヨ
リ
馬

共
ヲ
向
ニ
報
恩
寺
マ
テ
出
也
、
惣
衆
ヘ
飯
之
儀
モ
修
理

申
也
、

六
日
、
天
晴
、
四
頃
ニ
報
恩
寺
ヲ
立
、
同
行
同
前
、

カ
イ
ツ
ノ
次
ニ
河
原
市
山
路
也
、（
中
略
）
左
ニ
イ

ハ
浜
、
右
ニ
ケ
イ
ノ
宮
、
ツ
ヽ
キ
ニ
カ
ネ
カ
サ
キ
山

也
、
此
所
ニ
清
水
観
音
ヲ
ク
ハ
ン
シ
ヤ
ウ
申
也
、
左

ニ
ケ
イ
ノ
海
、カ
イ
ロ
山
、ツ
ル
カ
海
、シ
ヤ
ウ
ノ
橋
、

ツ
ル
カ
ノ
善
妙
寺
ニ
一
宿
也
、
於
此
所
朝
倉
修
理
亮

一
献
申
、
入
夜
風
呂
有
之
、
各
入
也
、
ケ
イ
ノ
海
ノ

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



30

若
越
郷
土
研
究　

五
十
七
巻
一
号

辺
也
、
朧
月
ニ
イ
サ
リ
火
等
映
シ
侍
ケ
レ
ハ
、
月
カ

ス
ミ
イ
サ
リ
オ
ホ
ロ
ニ
・
ケ
イ
ノ
海
ヤ
ハ
引
ア
ツ
サ

弓
ツ
ル
カ
ノ
海
ノ
カ
ス
ム
面
影
、
入
夜
又
一
献
ア
リ

朝
倉
修
理
亮
、（
中
略
）
今
夜
惣
一
献
以
後
、
於
愚
座

神
六
酒
宴
ヲ
張
行
シ
、
朝
倉
修
理
亮
披
官
若
衆
二
人

共
招
寄
之
、
雅
席
甚
者
也
、（
後
略
）

（
頭
書
）
朝
修
向
馬
共
ツ
ル
カ
ヨ
リ
今
城
マ
テ
来
也
、
又

今
城
マ
テ
慈
視
院
向
ノ
馬
共
来
也
、

七
日
、
天
晴
、
五
過
ニ
善
妙
寺
ヲ
立
、
同
行
同
前
、

朝
修
朝
飯
申
也
、（
中
略
）

コ
ウ
、
国
府
一
宿
也
回
春
庵
、
夕
飯
皆
ニ
朝
修
張
行

也
、

（
頭
書
）
朝
食
以
後
一
献
ヲ
慈
視
院
張
行
也
、
拙
者
ニ
千

疋
礼
ア
リ
、

八
日
、
天
晴
、
八
時
ニ
回
春
庵
ヲ
立
朝
倉
慈
視
院
張

行
也
、（
中
略
）

北
ノ
庄
里
、
朝
倉
土
佐
守
ニ
一
宿
北
庄
、
及
昏
剋
也
、

朝
倉
孫
二
郎
朝
夕
献
以
下
張
行
、

（
頭
書
）
拙
者
ニ
二
千
疋
礼
ア
リ
、

九
日
、
天
晴
、
昼
頃
ニ
土
所
ヲ
立
テ
七
過
時
分
ニ
金

津
ニ
付
テ
一
宿
理
智
院
、
夜
朝
孫
一
献
出
也
、
今
夕

飯
朝
孫
張
行

く
、
人
々
対
面
京
兆
ヘ
礼
ア
リ
、
馬

太
刀
等
也
、（
後
略
）

十
日
、
天
晴
、
五
過
ニ
理
智
院
談
義
所
也
ヲ
立
、
朝

飯
朝
孫
張
行
、（
中
略
）

タ
チ
バ
ナ
越
前
・
加
賀
国
堺
也
、
加
州
本
願
寺
ヨ
リ
送

馬
人
夫
等
数
多
是
マ
テ
来
也
、（
中
略
）

加
州
モ
ト
オ
リ　

養
牛
庵
一
宿
也
、

四
月
廿
一
日
、
天
晴
、
東
珎
寺
ヲ
立
、
塩
越
ノ
松
ヲ

一
見
ス
ル
ト
テ
入
海
ヲ
舟
ニ
テ
行
也
、
直
ニ
越
前
ノ

カ
ナ
津
ノ
談
義
所
一
宿
也
、

廿
二
日
、
金
津
ヲ
立
テ
、
一
乗
ノ
朝
倉
所
ヘ
付
也
、

献
〃
ア
リ
、

廿
三
日
、
天
晴
、
逗
留
ア
リ
、
朝
倉
孫
二
郎
夜
京
兆

ヘ
出
テ
三
献
ア
リ
、
ヨ
ロ
イ
・
太
刀
等
被
遣
、
武
衛

モ
礼
ニ
出
ラ
ル
、

廿
四
日
、
天
晴
、
和
田
ノ
奥
ニ
弓
イ
サ
ス
ル
也
、
京

兆
太
刀
ヤ
ラ
ル
、
一
乗
ヲ
立
、
孫
二
郎
送
ニ
出
也
、

此
日
孫
二
郎
千
疋
・
太
刀
拙
者
ニ
出
也
、
京
兆
ノ
馬

ヲ
此
礼
ニ
ツ
カ
ハ
サ
ル
、小
寺
ニ
三
百
疋
ノ
礼
ア
リ
、

越
前
国
府
ヘ
付
也
寺
也
、
慈
視
院
千
疋
拙
者
ニ
餞
也
、

河
原
馬
礼
ニ
慈
視
院
ニ
我
々
遣
也
、
使
ノ
中
間
ニ
百

疋
慈
視
院
ヤ
ル
也
、
京
兆
ヘ
モ
礼
共
ア
リ
、

廿
五
日
、
天
晴
、
朝
倉
孫
五
郎
礼
ニ
出
、
弓
射
也
、

太
刀
ヲ
京
兆
ヤ
ラ
ル
、
今
一
人
弓
射
、
同
太
刀
ヲ
ヤ

ラ
ル
、
国
府
ヨ
リ
舟
ニ
テ
立
也
、
昼
休
今
泉
也
、
朝

倉
孫
五
郎
舟
付
マ
テ
送
ニ
出
、
太
刀
細
ヘ
出
、
同
細

又
孫
五
郎
ニ
ヤ
ラ
ル
、
ツ
ル
カ
ヘ
付
也
、
一
宿
寺
也
、

廿
六
日
、
天
晴
、
鶴
香
ヲ
立
様
ニ
森
本
ト
云
物
弓
射
、

太
刀
ヲ
京
兆
ヤ
ラ
ル
、
昼
休
ヒ
キ
タ
ノ
寺
也
、
貝
津

ニ
一
宿
、

廿
八
日
、
天
晴
、
坂
本
ヲ
立
テ
、
今
道
タ
ウ
ケ
ト
ヲ

リ
ニ
京
着
、
京
兆
亭
ヘ
直
ニ
行
テ
、
彼
亭
ヨ
リ
帰
宅

了
、

蔭
涼
軒
日
録

延
徳
三
年
四
月
廿
八
日
、（
前
略
）
午
刻
細
川
右
京

兆
政
元
公
自
北
国
帰
洛
、
見
之
者
如
堵と

ぞ墻
、
新
馬

百
三
十
餘
匹
有
之
云
々
、　
（
注
）　

堵
墻:

垣
根
の
こ

と
朝
倉
氏
の
対
応
を
一
瞥
し
て
お
こ
う
。

政
元
・
為
広
の
越
後
下
向
に
際
し
、
敦
賀
郡
司

朝
倉
景
冬
（
修
理
亮
）
は
近
江
の
海
津
宿
へ
馬
と
人

夫
を
差
し
向
け
、
総
員
分
の
食
事
の
提
供
を
申
し
伝

え
た
。
敦
賀
で
は
善
妙
寺
を
宿
と
し
て
提
供
し
、
風

呂
を
勧
め
、
朧
月
に
漁
火
の
風
情
を
楽
し
み
、
一
首

し
た
た
め
て
都
に
消
息
文
を
送
っ
て
い
る
。
景
冬
が

饗
応
し
、
朝
食
も
同
座
し
た
。
下
向
旅
は
四
ツ
時
発

ち
（
午
前
十
時
）
を
常
と
し
て
い
た
が
、
五
ツ
時
過

ぎ
（
午
前
九
時
頃
）
に
善
妙
寺
を
発
ち
、
木
の
芽
峠
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を
越
え
て
今
庄
ま
で
は
景
冬
が
提
供
し
た
馬
に
乗

り
、
今
庄
で
昼
食
を
と
り
、
慈
視
院
光
玖
の
差
し
向

け
た
馬
に
乗
り
替
え
、
越
前
国
府
（
武
生
）
の
回
春

庵
（
院
）
を
宿
と
し
て
提
供
し
た
。
同
所
で
光
玖
が

夕
と
朝
に
一
席
設
け
饗
応
し
た
。
光
玖
は
為
広
に
千

疋
贈
っ
た
。
そ
の
為
、
昼
を
過
ぎ
た
八
ツ
時
（
午
後

二
時
）
に
同
所
を
発
ち
、黄
昏
時
に
北
の
庄
に
着
き
、

景
頼
（
土
佐
守
）
の
屋
敷
を
宿
に
提
供
し
、
朝
倉
家

第
三
代
当
主
の
貞
景
（
孫
二
郎
）
が
夕
と
朝
に
一
席

設
け
、
饗
応
し
た
。
北
の
庄
を
昼
に
発
っ
て
、
七
ツ

時
（
午
後
四
時
）
に
金
津
談
義
所
理
智
院
に
着
い

た
。
貞
景
が
同
行
し
、
同
所
で
夕
と
朝
に
一
席
設
け

饗
応
し
た
。
政
元
に
は
馬
と
太
刀
を
贈
り
、
為
広
に

は
二
千
疋
を
贈
っ
た
。
理
智
院
を
五
ツ
時
過
ぎ
（
午

前
九
時
頃
）
に
発
っ
て
、
越
前
と
加
賀
の
国
堺
の
橘

で
本
願
寺
が
仕
向
け
た
人
た
ち
に
引
き
継
い
だ
。

　

帰
洛
時
は
金
津
談
義
所
に
一
泊
し
た
後
、
一
乗
谷

に
向
い
、
そ
こ
で
二
泊
し
た
。

　

一
乗
谷
で
は
貞
景
が
政
元
に
挨
拶
に
出
て
、
斯
波

氏
も
挨
拶
に
出
た
。
貞
景
が
饗
応
し
、
鎧
・
太
刀
等

が
贈
ら
れ
た
。
出
立
時
は
貞
景
が
見
送
り
に
出
て
、

為
広
に
千
疋
と
太
刀
が
贈
ら
れ
た
。
返
礼
と
し
て
政

元
か
ら
馬
が
貞
景
に
贈
ら
れ
た
。
越
前
国
府
に
着
き

寺
に
一
泊
し
た
。
光
玖
か
ら
為
広
に
餞
別
と
し
て
千

疋
が
贈
ら
れ
た
。
総
返
礼
と
し
て
光
玖
に
河
原
毛
の

馬
が
贈
ら
れ
た
。
国
府
か
ら
は
馬
借
街
道
を
経
て
今

泉
ま
で
景
総
（
孫
五
郎
）
が
警
護
に
付
き
、
今
泉
で

昼
食
を
と
り
乗
船
ま
で
見
送
っ
た
。敦
賀
で
下
船
し
、

寺
で
一
泊
し
、
翌
日
、
森
本
が
警
護
に
付
き
敦
賀
を

発
っ
て
海
津
で
一
泊
し
た
。

　

な
お
、
為
広
は
上
杉
氏
の
行
動
で
見
聞
き
し
た
こ

と
を
記
録
し
て
い
る
。
例
え
ば

馬
共
数
十
引
京
兆
一
覧
、
此
時
上
杉
弐
千
疋
ト
覚
悟

処
ニ
千
疋
由
ア
リ
、
如
何
、
馬
モ
此
時
ア
リ
ト
覚
候

処
ニ
無
之
由
神
六
申
、
如
何
々
々
、

な
ど
と
馬
購
入
時
の
内
情
を
記
し
て
お
り
、
興
味
深

い
。以

下
に
「
下
向
記
」
の
要
点
を
記
し
て
お
こ
う
。

①�

政
元
の
越
後
下
向
は
乗
馬
者
十
数
名
の
総
員
約

三
十
名
で
あ
っ
た
。

②�

越
前
国
内
は
朝
倉
氏
が
手
厚
く
歓
待
し
、
道
中
案

内
と
護
衛
を
行
っ
て
い
る
。

③�

道
中
は
国
境
か
ら
国
境
ま
で
牽
馬
と
壮
丁
を
手
当

て
し
て
い
る
。

④�

朝
倉
氏
は
敦
賀
で
は
善
妙
寺
で
景
冬
（
修
理
亮
）

が
応
対
し
、
越
前
府
中
で
は
回
春
庵
で
慈
視
院
光

玖
、
北
の
庄
で
は
朝
倉
景
頼
（
土
佐
守
）
の
館
で

貞
景
（
孫
二
郎
）、
金
津
で
は
談
義
所
理
智
院
で

同
じ
く
貞
景
が
応
対
し
て
い
る
。
帰
洛
時
は
、
一

乗
谷
を
訪
れ
貞
景
が
応
対
し
て
い
る
。
府
中
で
は

光
玖
が
応
対
し
、
景
総
（
孫
五
郎
）
が
府
中
か
ら

今
泉
の
船
出
ま
で
同
行
し
て
い
る
。

⑤�

敦
賀
で
の
和
歌
の
張
行
は
確
認
で
き
な
い
が
、
三

首
書
き
留
め
て
あ
る
。
府
中
で
は
光
玖
が
夕
・
朝
、

北
の
庄
と
金
津
で
は
貞
景
が
夕
・
朝
、
そ
れ
ぞ
れ

張
行
と
記
し
て
あ
り
、
和
歌
の
張
行
が
行
わ
れ
た

も
の
と
み
ら
れ
る
。

「
下
向
記
」
に
は
加
賀
の
シ
ラ
イ
と
云
う
所
の
道
端
の

桜
が
見
頃
だ
っ
た
の
で
、
政
元
・
為
広
・
香
西
元
長
・

上
原
神
六
・
鴨
井
元
朝
・
波
々
伯
部
元
教
が
和
歌
を
詠
み
、

越
後
の
上
杉
氏
の
も
と
で
は
、
政
元
が
為
広
に
和
歌
の

五
題
を
提
示
す
る
よ
う
求
め
て
お
り
、
仔
細
に
は
記
し

て
い
な
い
が
、
和
歌
の
張
行
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

な
お
「
新
撰
莬
玖
波
集
実
隆
本
」
の
作
者
の
部
に
は
、

左
衛
門
督
為
広
（
冷
泉
殿
上
ノ
）、
細
川
右
京
大
夫
勝
元
、

同
息
政
元
、
さ
ら
に
「
政
元
越
後
下
向
」
に
同
行
し
た

細
川
家
家
人
の
波
々
伯
部
氏
、
能
勢
氏
な
ど
の
名
が
み

ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
当
代
の
歌
人
と
し
て
著
名
で
あ
っ

た
こ
と
が
知
れ
る
。
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五
十
七
巻
一
号

⑥�
下
向
ル
ー
ト
は
琵
琶
湖
を
坂
本
―
海
津
を
船
便
を

用
い
、
敦
賀
・
木
の
芽
峠
越
え
で
今
庄
・
府
中
・

北
の
庄
・
金
津
・
吉
崎
を
通
過
し
て
い
る
。

⑦�

帰
洛
ル
ー
ト
は
吉
崎
か
ら
越
前
に
入
り
、
金
津
よ

り
一
乗
谷
に
向
い
、
二
泊
し
た
後
、
府
中
で
一
泊

し
、
河
野
の
今
泉
で
乗
船
し
敦
賀
で
下
船
し
、
敦

賀
―
海
津
―
坂
本
を
経
由
し
て
帰
着
し
た
。

⑧�

「
蔭
涼
軒
日
録
」（
６
）
に
よ
れ
ば
政
元
は
「
新
馬

百
三
十
疋
」
を
京
に
連
れ
帰
っ
た
。

　

余
談
な
が
ら
政
元
越
後
下
向
の
旅
程
と
七
〇
年
ほ

ど
後
の
永
禄
六
年
の
一
般
人
の
旅
程
（
稿
末
参
照
）

と
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
一
般
人
の
旅
で
は
平
均
一

日
に
32
㎞
（
八
里
）
で
あ
っ
た
。
如
何
に
政
元
の
越

前
通
過
が
ゆ
っ
た
り
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
を
知
る

こ
と
が
出
来
る
。

・
朝
倉
氏
の
対
応
か
ら
回
春
院
の
位
置
付
け
を
探
る
。

　
「
下
向
記
」
よ
り
宿
所
に
選
ば
れ
る
条
件
を
整
理

し
て
お
こ
う
。

①
三
十
名
の
食
事
と
宿
所
が
提
供
で
き
る
こ
と
。

②
客
人
を
饗
応
で
き
る
施
設
で
あ
る
こ
と
。

③�

馬
十
数
匹
の
カ
イ
バ
や
馬
丁
が
休
め
る
場
所
を
提

供
で
き
る
こ
と
。

④
旅
に
都
合
が
よ
い
街
道
沿
い
に
所
在
す
る
こ
と
。

⑤�

接
待
者
の
居
住
ま
た
は
宿
所
に
ほ
ど
近
い
所
に
所

在
す
る
こ
と
。

⑥
朝
倉
氏
が
警
護
し
や
す
い
施
設
で
あ
る
こ
と
。

　

な
ど
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

・
越
前
国
内
の
宿
所

　

回
春
院
を
検
討
す
る
に
際
し
、
宿
所
と
な
っ
た
敦

賀
の
善
妙
寺
と
金
津
の
談
義
所
理
智
院
を
み
て
お
こ

う
。

①
敦
賀
の
善
妙
寺

　

浄
土
宗
の
本
流
は
智
恩
院
を
本
山
と
す
る
鎮
西
派

で
あ
り
、
善
妙
寺
は
そ
の
派
に
属
し
て
い
た
。
永
禄

元
年
の
「
善
妙
寺
寺
領
目
録
」（

７
）に
よ
れ
ば
、
塔
頭
数

五
（
阿
弥
陀
院
、
正
行
庵
、
釈
迦
院
、
宝
寿
院
、
蓮

蔵
院
）、
寮
舎
数
九
（
聴
音
軒
、
勝
養
軒
、
玉
祥
院
、

陽
栖
軒
、
玉
照
軒
、
成
就
院
、
玉
渕
軒
、
清
沢
軒
、

永
福
庵
）
を
数
え
る
大
坊
で
あ
っ
た
。
善
妙
寺
は
気

比
神
宮
の
門
前
に
あ
る
。
な
お
、「
下
向
記
」
に
よ

れ
ば
「
笙
の
橋
」
と
あ
り
、
当
時
は
笙
の
川
を
超
え

て
対
岸
に
所
在
し
た
よ
う
だ
。
因
み
に
金
ヶ
崎
城
あ

た
り
に
敦
賀
郡
司
の
居
城
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。

・「
善
妙
寺
法
度
」

（
８
）

一　

国
司
郡
司
并
従
他
国
御
客
人
之
他
、
旅
宿
停
止

之
事

右
寺
法
度
之
事
、
芳
永
様
景
冬　

宗
滴
様
以
御
一
行

雖
被　

迎
定
、
去
弘
治
参
年
三
月
廿
四
日
寺
家
炎
上

之
時
焼
失
之
条
、
先
規
之
筋
目
申
上
候
、（
中
略
）

永
禄
九
丙
寅
年
十
月
十
五
日

と
あ
っ
て
、
敦
賀
郡
司
景
冬
時
代
か
ら
善
妙
寺
へ
の

宿
提
供
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。「
善
妙
寺
由

緒
書
」（

９
）に
よ
れ
ば

弘
治
三
年
三
月
廿
四
日
炎
上
、

永
禄
元
年
朝
倉
紀
景
裏
判
領
知
惣
目
録
、

と
あ
り
、
前
出
の
「
善
妙
寺
領
目
録
」
の
後
書

き
に

右
、
英
林
様
孝
景
御
一
行
并
御
裏
判
之
目
録
、
芳
永

様
景
冬
御
一
行
等
、
去
年
三
月
三
月
廿
四
日
寺
家
炎

上
之
時
、
焼
失
ニ
付
而
、
先
目
録
之
筋
目　

御
判
之

儀
申
上
候
、（
後
略
）

と
あ
っ
て
、
弘
治
三
年
以
前
に
朝
倉
孝
景
裏
判

の
目
録
が
所
在
し
た
と
あ
り
、
敦
賀
郡
司
景
冬
の
時

代
に
は
善
妙
寺
は
朝
倉
氏
と
良
好
な
関
係
に
あ
っ
た

と
み
ら
れ
る
。

②
金
津
の
談
義
所
理
智
院

　

金
津
総
持
寺
は
真
言
宗
智
山
派
に
属
し
、
全
国
に

十
八
箇
所
に
談
義
所
を
設
け
て
僧
侶
を
集
め
教
義
を
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池
田　

越
前
府
中
龍
門
寺
再
考

研
究
さ
せ
て
い
た
。
総
持
寺
は
北
国
の
談
義
所
と
し

て
著
名
で
あ
っ
た
と
い
う
。

「
東
寺
百
合
文
書
」
に
も（
（（
（

東
寺
御
修
理
勧
進
御
上
人
、
去
年
八
月
朔
日
越
前
国

金
津
之
談
議
所
ニ
テ
拝
顔
申
候
幾
、
為
結
縁
鳥
目
十

疋
奉
棒
之
、
誠
惶
敬
白
、
文
安
三
年
弐
月
廿
六
日
、

金
剛
仏
子
勝
海
、
月
行
仕　

御
同
宿
御
中
参
、

と
あ
っ
て
、
文
安
三
年
に
金
津
の
談
義
所
に
て
金
剛

仏
子
勝
海
が
東
寺
修
理
勧
進
の
上
人
に
お
目
に
か
か

っ
た
と
あ
る
。

『
大
須
観
音
真
福
寺
文
庫
撮
影
目
録
』（

（（
（

の
経
典
の
奥

書
き
に

元
徳
元
年
十
二
月
三
日
於
武
州
多
西
郡
高
幡
不
動
堂
蔽

坊
書
写
畢
、
右
此
秘
決
者
先
師
上
人
最
後
対
面
之
時
奉

伝
授
了
、
誠
是
依
数
年
之
懇
功
令
盛
況
之
権
律
師
儀
海
、

私
云
酉
酉
正
数
与
欠
受
之
、
私
云
此
抄
作
者
主
決
之
極

位
加
持
門
之
有
作
伏
間
根
来
寺
方
聖
教
仁
毛
哉
有
之
明

師
二
可
問
之
可
稔
云
々
、
右
此
書
者
越
前
金
津
総
持

寺
院
家
不
出
雖
為
一
代
信
州
諏
訪
大
坊
日
増
法
印
似

初
仕
数
年
之
懇
切
テ
雖
稔
書
写
畢
、
越
中
全
山
台
金

寺
之
住
呂
融
儀
不
思
議
之
感
況
之
可
稔
云
々
、

と
あ
っ
て
、
金
津
総
持
寺
の
院
家
に
秘
蔵
さ
れ
て
い

た
経
典
が
あ
っ
た
と
い
う
。

以
上
、
政
元
・
為
広
越
後
下
向
の
四
十
五
年
前

の
も
の
と
、
百
六
十
年
ほ
ど
早
い
時
代
の
資
料
で
は

あ
る
が
、
金
津
談
義
所
総
持
寺
の
活
動
の
一
端
が
窺

い
知
れ
る
。

と
も
あ
れ
、
談
義
所
総
持
寺
で
は
勧
進
僧
や
学

問
僧
の
宿
泊
場
所
を
提
供
し
て
お
り
、
談
義
所
た
る

宗
学
研
鑽
所
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

但
し
、
政
元
の
越
後
下
向
の
十
一
年
前
の
文
明

十
二
年
四
月
に
は
「
金
津
町
屋
ハ
焼
了
」（

（（
（

と
あ
る
か

ら
、
こ
の
時
、
総
持
寺
が
類
焼
し
た
こ
と
も
考
え
ら

れ
よ
う
。

と
も
あ
れ
、
談
義
所
理
智
院
と
は
総
持
寺
の
塔

頭
の
内
の
一
つ
で
、
旅
行
者
に
宿
を
提
供
す
る
場
所

と
し
て
利
便
性
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

当
所
は
金
津
の
北
方
に
あ
り
、
細
呂
木
に
向
う

登
り
坂
道
の
東
端
に
位
置
し
、
三
十
名
も
の
宿
所
と

し
て
適
し
た
施
設
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

三　

ま
と
め

・
改
号
時
期
の
再
検
討

回
春
院
か
ら
龍
門
寺
へ
改
号
し
た
時
期
を
再
検

討
し
た
い
と
思
う
。

前
稿
で
は
改
号
を
明
応
二
年
以
前
と
し
た
上
で
、
美
濃

承
隆
寺
の
厚
遇
（
蔭
涼
軒
日
録
）
か
ら
推
測
し
、
延
徳

二
年
頃
の
改
号
と
し
た
。

今
の
相
公
が
「
書
龍
門
字
賜
公
、
因
改
回
春
為

龍
門
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
改
号
の
時
期
と
し
て

は
次
の
三
案
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。

①�

最
初
に
将
軍
と
な
っ
た
期
間
－
延
徳
二
年
七
月
～

明
応
二
年
四
月

②�

越
前
宰
相
と
呼
ば
れ
た
期
間
－
明
応
七
年
九
月
～

明
応
八
年
十
一
月

③�

将
軍
職
に
戻
っ
た
期
間
－
永
正
五
年
六
月
～
大
永

元
年
三
月

　

再
検
討
の
検
討
資
料
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
記
述
年

月
・
記
事
抽
出
・
典
拠
資
料
名
の
順
に
記
し
て
お
く
。

A�

延
徳
三
年（
一
四
九
一
）国
府
回
春
庵
一
宿
也「
政

元
・
為
広
越
後
下
向
記
」

B�

明
応
二
年
頃
（
一
四
九
三
）
次
龍
門
仙
遊
少
年
試

毫
匀
「
幻
雲
詩
稿
第
二
」（
（（
（

C�

明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
越
之
韶
陽
侍
史
童
而
入

洛
、（
中
略
）
去
歳
結
成
吾
山
、覲
于
回
春
翁
也
「
幻

雲
詩
稿
第
二
」（
（（
（

D�

文
亀
二
年
頃
（
一
五
〇
二
）
次
龍
門
惟
川
試
翰
玉

韵
「
幻
雲
詩
稿
第
三
」（
（（
（

E�

永
正
六
年
頃
（
一
五
〇
九
）
走
筆
銘
于
回
春
院
為
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号

先
妣
芳
隣
頓
書
経
末
「
幻
雲
文
集
・
幻
雲
北
征
集
・

銘
」（
（（
（

F�

不
詳　

而
龍
門
悦
岩
翁
寧
馨
也
（
悼
韶
陽
侍
者
詩

序
）「
幻
雲
文
集
・
幻
雲
北
征
集
・
序
」（
（（
（

G�

不
詳　

因
改
回
春
為
龍
門
也
（
悦
岩
栢
公
座
元
寿

像
）「
幻
雲
文
集
・
幻
雲
北
征
集
・
賛
辞
」（
（（
（

H�

不
詳　

越
府
之
龍
門
建
公
座
元
「
驢
雪
稾
」（
（（
（

　

な
お
、
再
検
討
に
際
し
、
月
舟
寿
桂
の
著
作
を
精
査

し
た
と
こ
ろ
、
C
と
D
の
見
落
と
し
が
見
付
か
っ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
が
府
中
龍
門
寺
あ
る
い
は
回
春

院
を
指
す
か
ど
う
か
を
み
て
お
こ
う
。

　

A
と
C
の
「
回
春
」
は
府
中
の
回
春
院
を
指
し
て

い
る
。

B
の
前
の
記
事
に
「
去
冬
自
越
入
洛
」
と
あ
っ

て
月
舟
は
延
徳
三
年
に
は
京
に
戻
っ
た
よ
う
で
あ
る

か
ら
、こ
の
「
龍
門
」
は
越
前
と
は
断
定
で
き
な
い
。

そ
の
点
で
は
C
も
在
越
の
作
で
は
な
い
が
、
府
中
の

回
春
院
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
B
も
府
中
龍
門
寺

を
指
し
て
い
な
い
と
は
断
定
で
き
な
い
。
D
も
在
越

の
作
で
は
な
い
た
め
、
B
と
同
様
で
あ
る
。

　

な
お
、「
幻
雲
詩
稾
」
は
永
正
元
年
ま
で
の
比
較
的
早

い
段
階
の
文
集
で
、
作
成
順
に
配
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

作
品
の
作
成
年
代
特
定
が
行
い
や
す
い
特
徴
を
持
っ
て

い
る
。
他
方
、「
幻
雲
文
集
」
は
「
記
・
説
・
序
・
銘
・
賛
・
雑
」

に
分
類
さ
れ
て
配
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
没

後
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
特
に
そ
れ
ぞ
れ

の
項
目
ご
と
に
「
幻
雲
北
征
（
文
）
集
」
と
見
出
し
を

付
け
て
他
と
を
区
別
し
て
配
さ
れ
て
お
り
、
在
越
の
作

と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、「
幻
雲
詩
稾
」
に
比
べ
比
較
的

遅
い
段
階
の
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
項

目
ご
と
に
抜
き
出
さ
れ
て
編
纂
さ
れ
た
為
、
作
成
年
代

を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

以
上
、
資
料
か
ら
の
改
号
時
期
の
検
討
は
困
難
と

み
た
。

　

G
の
記
事
を
再
掲
し
て
お
こ
う
。「
今
之
相
公
乱

避
、
久
寓
此
院
、
遂
揮
台
翰
、
書
龍
門
字
賜
公
、
因

改
回
春
為
龍
門
也
」

　

こ
れ
を
「
久
寓
此
院
」
の
時
に
「
遂
揮
台
翰
、
書

龍
門
…
」
と
読
め
ば
、義
材
が
越
前
宰
相
と
呼
ば
れ
、

朝
倉
氏
を
頼
っ
て
い
た
時
に
改
号
し
た
と
読
め
る
。

前
稿
は
「
乱
を
避
け
」
の
文
言
か
ら
、「
美
濃
の
乱
」

を
推
定
し
た
が
、
政
元
に
排
斥
さ
れ
た
が
故
に
、
義

材
側
か
ら
見
れ
ば
、「
政
元
の
乱
」
と
捉
え
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

よ
っ
て
、
回
春
院
を
龍
門
寺
と
改
め
た
の
は
明

応
七
年
九
月
～
明
応
八
年
十
一
月
ま
で
の
間
で
、
義

材
が
朝
倉
氏
を
頼
っ
て
越
前
に
来
て
い
た
時
で
、
義

材
の
回
春
院
に
遇
居
し
て
い
た
時
期
も
こ
の
間
で
あ

る
と
し
た
い
。

　

但
し
、
C
は
明
応
八
年
の
作
で
あ
る
が
、
寺
号
の

過
渡
期
と
み
て
矛
盾
は
無
い
と
思
う
。

　

未
だ
決
定
的
な
資
料
を
得
て
い
な
い
、
今
後
、
更

な
る
検
討
を
期
し
た
い
と
思
う
。

・
回
春
院
設
立
の
意
義
の
再
検
討

回
春
院
と
朝
倉
氏
の
関
係
を
検
討
し
て
み
た
い

と
思
う
。

　
「
武
生
総
社
文
書
」（

（（
（

で
は

総
社
太
神
宮
領
事
、
任
今
月
廿
二
日
御
奉
書
之
旨
、

如
本
目
録
、
所
々
社
納
不
可
有
相
違
之
状
如
件
、
文

明
四　

十
月
廿
四
日
、
光
玖
（
花
押
）、
當
社
家
、

「
大
塩
八
幡
神
社
文
書
」（

（（
（

で
は

大
塩
八
幡
社
領
事
、任
去
年
九
月
廿
八
日
御
案
堵
旨
、

如
先
例
不
可
有
相
違
之
状
如
件
、
文
明
六
年
八
月
四

日
、
光
玖
（
花
押
）、
神
主
、

と
あ
っ
て
、
光
玖
は
朝
倉
孝
景
安
堵
状
を
保
証
す
る

証
文
を
発
行
し
て
お
り
、
光
玖
は
府
中
近
傍
地
支
配

の
実
力
者
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

総
社
の
も
の
は
府
中
守
護
所
か
ら
甲
斐
氏
を
追
い

落
と
し
た
時
期
で
あ
り
、
大
塩
八
幡
の
も
の
は
杣
山
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越
前
府
中
龍
門
寺
再
考

か
ら
甲
斐
氏
を
追
い
落
し
た
時
期
と
一
致
す
る
。

　

爾
来
、
光
玖
は
国
中
奉
行
人
と
し
て
府
中
守
護
所

に
あ
っ
て
、
当
地
を
仕
切
っ
て
い
た
。
と
す
れ
ば
そ

の
間
、
い
ず
れ
の
時
期
か
は
特
定
で
き
ぬ
が
、
回
春

院
に
当
地
を
与
え
た
の
は
光
玖
に
他
な
ら
な
い
。

　

翻
っ
て
思
考
す
る
に
、
街
道
沿
い
で
守
護
所
に
近

い
一
等
地
に
、
悦
岩
が
妙
法
寺
を
捨
て
て
、
回
春
院

を
設
立
し
て
こ
こ
に
移
っ
た
の
か
。
そ
れ
に
は
悦
岩

を
厚
遇
す
る
檀
越
の
存
在
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
「
下
向
記
」
の
記
述
な
ど
か
ら
み
て
、

そ
れ
は
朝
倉
氏
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら

れ
る
。

　

前
稿
で
は
妙
法
寺
再
興
を
夢
窓
派
に
よ
る
も
の
と

み
、
加
え
て
妙
法
寺
開
山
の
す
げ
替
え
か
ら
推
定
し

て
、
回
春
院
の
設
立
と
悦
岩
の
そ
こ
へ
の
移
動
は
夢

窓
派
と
の
交
渉
に
よ
る
も
の
と
み
て
い
た
。し
か
し
、

「
下
向
記
」
の
記
述
か
ら
み
て
、
そ
れ
だ
け
で
は
済

ま
な
い
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
と
考
え
る
。
そ
こ
に

は
朝
倉
氏
が
関
わ
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
夢
窓
派
に
よ
る
五
山
寺
院
の
再
興
と
越
前

守
護
所
の
対
外
接
応
施
設
と
し
て
の
回
春
院
に
悦
岩

を
移
動
さ
せ
る
こ
と
で
合
意
に
達
し
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

寛
正
二
年
に
光
玖
（
玖
侍
者
）
が
京
よ
り
朝
倉
代

官
と
し
て
帰
国
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
れ
以

前
、
光
玖
は
禅
寺
の
僧
と
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

よ
っ
て
、
光
玖
こ
そ
が
夢
窓
派
と
の
交
渉
の
適
任

者
で
あ
っ
た
し
、
後
に
龍
門
寺
に
は
夢
窓
派
の
僧
が

住
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
禅
律
方
と
の
交
渉
は
夢

窓
派
の
僧
に
委
ね
た
方
が
利
便
性
が
高
か
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
月
舟
の
学
芸
の
師
た
る
天
隠
龍
沢
の
「
黙

雲
詩
稾
」（

（（
（

に
「
寄
越
慈
視
院
于
時
在
清
涼
軒
」
と
あ

っ
て
、
光
玖
は
清
涼
軒
に
居
っ
て
、
月
舟
を
通
じ
て

天
隠
と
知
己
を
得
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。と
も
あ
れ
、

一
山
派
（
蔭
涼
軒
主
亀
泉
集
証
の
属
す
る
派
）
の
天

隠
と
光
玖
と
の
交
流
は
注
目
さ
れ
る
。

　

な
お
、
松
原
氏
の
著
の
中
で
、「
光
玖
は
還
俗
せ
ず
に

武
将
と
し
て
活
躍
で
き
た
の
は
、
宗
門
界
に
あ
り
な
が

ら
も
中
央
の
政
界
に
精
通
し
て
い
て
、
天
下
の
形
勢
を

見
極
め
る
才
智
と
軍
略
を
会
得
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ

う
」（
（（
（

と
記
し
て
お
り
、
卓
見
と
言
え
よ
う
。

　
「
下
向
記
」
に
よ
れ
ば
、
朝
倉
氏
が
政
元
・
為
広

を
歓
待
し
て
お
り
、
し
か
も
国
の
中
心
地
た
る
越
前

府
中
で
の
接
待
場
所
を
回
春
院
と
し
た
こ
と
は
重
要

な
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

因
み
に
朝
倉
氏
に
と
っ
て
管
領
の
細
川
氏
は
応
仁

の
乱
で
西
軍
か
ら
東
軍
に
寝
返
り
を
誘
っ
て
く
れ
、

朝
倉
氏
が
越
前
守
護
と
な
る
に
際
し
大
恩
が
あ
っ
た

た
め
政
元
を
歓
待
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
政
元
越
後
下
向
当
時
は
朝
倉
氏
の
初
代
当

主
孝
景
と
二
代
当
主
氏
景
が
相
次
い
で
死
去
し
、
初

代
孝
景
の
弟
の
光
玖
が
後
見
者
と
な
り
、
貞
景
（
孫

二
郎
・
孫
次
郎
）
が
わ
ず
か
十
三
才
で
当
主
と
な
り
、

そ
の
五
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
敦
賀
郡
司
の

景
冬
も
初
代
孝
景
の
弟
で
あ
っ
て
、
朝
倉
氏
の
最
長

老
の
二
人
が
、
敦
賀
と
越
前
国
府
で
、
そ
れ
ぞ
れ
応

接
し
た
訳
で
あ
る
。大
恩
が
あ
っ
た
細
川
家
に
対
し
、

朝
倉
家
当
主
の
貞
景
に
加
え
て
、
実
質
的
な
朝
倉
氏

の
実
力
者
二
名
が
応
接
し
た
訳
で
あ
り
、
そ
の
応
接

場
所
と
し
て
回
春
院
が
選
ば
れ
た
こ
と
は
当
寺
と
朝

倉
氏
と
の
関
係
が
尋
常
な
も
の
で
な
い
こ
と
示
し
て

い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
当
時
の
回
春
院
は
朝
倉
氏
の
正
式
な
応

接
場
所
だ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
れ
故
、
越

前
府
中
の
中
心
地
に
あ
っ
て
、
龍
門
寺
は
堀
を
め
ぐ

ら
せ
た
構
え
を
急
速
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

ま
た
朝
倉
氏
が
義
材
を
保
護
し
て
い
た
間
、
堀
を
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五
十
七
巻
一
号

め
ぐ
ら
せ
た
龍
門
寺
の
防
御
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
宿
所

と
し
て
提
供
し
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
政
元
の
越
後
下
向
当
時
、
光
玖
は
大
野
郡
司

に
転
出
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
光
玖
が
府
中
で
応

接
し
た
点
か
ら
推
し
て
、
府
中
に
は
光
玖
の
邸
宅
（
清

涼
軒
か
）
が
あ
っ
て
、
光
玖
は
晩
年
に
な
っ
て
も
中
央

と
の
交
渉
に
関
わ
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

因
み
に
光
玖
の
法
諱
か
ら
み
れ
ば
、
臨
済
宗
聖
一
派

と
み
ら
れ
る
。
朝
倉
氏
子
弟
の
五
山
派
出
住
は
殆
ん
ど

曹
洞
宗
宏
智
派
で
あ
る
の
で
、
特
異
な
事
例
で
あ
る
。

光
玖
が
僧
籍
に
入
っ
た
時
点
で
は
朝
倉
氏
は
斯
波
氏
の

披
官
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
み
て
、
斯
波
氏
の
推
挙
に
よ

っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
斯
波
氏
は
大
野
崇

聖
寺
（
開
山
天
境
霊
致
・
大
鑑
派
）
の
檀
越
で
あ
っ
た
し
、

聖
一
派
は
加
賀
安
国
崇
聖
寺
や
越
中
崇
聖
寺
に
展
開
し

て
お
り
、
そ
れ
ら
に
関
わ
る
も
の
か
ど
う
か
も
含
め
て

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

ま
た
、「
史
料
綜
覧
」（

（（
（

の
「
朝
倉
系
図
」
に
は
「
玉
山

院
玖
侍
者
」
を
挙
げ
て
い
る
が
、
玉
山
院
の
属
性
は
掴

め
て
い
な
い
。

ま
た
、
悦
岩
栢
の
後
継
者
と
し
て
韶
陽
侍
者
の
記
事

を
挙
げ
て
い
た
が
、「
印
牧
粱
月
舟
奕
居
士
肖
像
」（
（（
（

に
は

「
況
族
弟
韶
陽
葩
侍
者
、
自
童
年
分
予
席
侍
側
、
以
故
父

子
兄
弟
之
行
、
目
染
耳
濡
而
巳
、
韶
陽
不
幸
先
父
而
逝
」

と
あ
っ
て
、
韶
陽
は
印
牧
氏
の
子
弟
で
あ
っ
た
が
、
悦

岩
は
幼
少
期
に
貰
い
受
け
て
、
幻
住
派
で
修
業
さ
せ
て

い
た
が
二
十
二
歳
で
、
は
や
り
病
で
病
没
し
た
。（
越
前

朝
倉
氏
の
研
究　

Ｐ
３
４
０
・
３
４
２
）

追
補

・
馬
の
渡
河
及
び
湖
上
・
海
上
移
送
に
つ
い
て

　

本
題
か
ら
外
れ
た
話
題
で
は
あ
る
が
、
政
元
・
為

広
卿
の
越
後
下
向
で
は
馬
丁
二
名
を
同
行
し
、
馬
十

数
匹
に
よ
る
馬
上
の
旅
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
帰
洛
時

は
新
馬
百
三
十
余
匹
を
連
れ
帰
っ
た
と
あ
り
、
馬
の

渡
河
及
び
湖
上
・
海
上
移
送
に
つ
い
て
考
察
を
し
て

み
た
い
と
思
う
。
な
お
、
渡
河
に
つ
い
て
は
前
出
の

小
葉
田
氏
論
考
が
詳
し
い
の
で
、
こ
こ
で
は
湖
上
・

海
上
移
送
を
中
心
に
検
討
し
た
い
と
思
う
。

　

越
後
下
向
・
帰
洛
時
の
湖
上
・
海
上
移
送
と
渡
河

は①
坂
本
－
海
津　

湖
上
船
便　

往
復
共

②
笙
の
川　

橋　

往
復

③
白
鬼
女　

橋　

往
路
の
み

④
浅
水　
　

橋　

往
路
の
み

⑤
石
場
（
百
八
間
の
橋
あ
り
）　

往
路
の
み

⑥
九
頭
龍
川　

舟
渡
し　

往
路
の
み

⑦�

復
路
の
金
津
－
一
乗
谷
－
越
前
府
中
の
ル
ー
ト
は

詳
述
し
て
い
な
い
。

⑧
今
泉
－
敦
賀　

海
上
船
便　

復
路
の
み

湖
上
・
海
上
移
送
の
①
と
⑧
を
み
て
お
こ
う
。

⑧�

に
つ
い
て
往
路
で
は
敦
賀
か
ら
木
の
芽
峠
を
通
っ

て
い
る
。

　

私
事
で
恐
縮
で
あ
る
が
、
中
学
校
の
秋
の
遠
足
は

北
陸
線
の
大
桐
で
下
車
し
、
そ
こ
か
ら
二
ツ
屋
を
経

て
、
木
の
芽
峠
を
敦
賀
ま
で
徒
歩
で
行
く
ル
ー
ト
で

あ
っ
た
。
特
に
峠
か
ら
新
保
ま
で
の
つ
づ
ら
折
り
の

狭
く
て
急
勾
配
の
下
り
に
は
閉
口
し
た
。
そ
の
体
験

か
ら
み
て
、
馬
上
で
通
過
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
み

る
。
恐
ら
く
馬
百
余
匹
を
通
過
さ
せ
る
こ
と
の
困
難

を
避
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
海
上
移

送
を
選
択
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

河
野
の
「
西
野
文
書
」（

（（
（

に
は

河
野
・
今
泉
両
浦
船
之
事
者
、
毎
日
用
事
あ
る
事
候

間
、
可
取
除
候
、
恐
々
謹
言
、
九
月
六
日
、
光
玖
（
花

押
）、
真
木
四
郎
右
衛
門
殿
、
中
村
新
兵
衛
殿
、

　

紀
年
不
詳
の
文
書
で
は
あ
る
が
、
光
玖
が
河
野
・

今
泉
で
の
水
運
を
安
堵
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
支
配

者
た
る
朝
倉
氏
の
手
回
し
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

い
わ
ゆ
る
北
前
船
（
弁
才
船
）
の
下
関
・
瀬
戸
内
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越
前
府
中
龍
門
寺
再
考

海
を
通
る
西
廻
り
航
路
が
開
発
さ
れ
る
の
は
近
世
初

期
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
当
時
は
敦
賀
で
荷
揚
げ
し
琵

琶
湖
を
経
由
し
京
に
向
う
ル
ー
ト
と
、
小
浜
で
荷
揚

げ
し
京
に
運
ば
れ
た
ル
ー
ト
が
主
で
あ
っ
た
よ
う

だ
。

　
「
北
国
地
方
に
お
け
る
廻
船
の
発
達
」（
（（
（

に
よ
れ
ば
、

は
が
せ
船
・
北
国
船
・
弁
才
船
と
発
達
し
た
と
あ
る
。

は
が
せ
船（

（（
（

は
底
が
川
船
の
よ
う
に
平
ら
に
な
っ
て
お

り
、
接
岸
が
容
易
で
あ
り
、
櫓
が
使
用
で
き
る
上
、

季
節
風
の
北
西
風
も
利
用
で
き
る
。
船
底
に
馬
を
載

せ
れ
ば
船
も
安
定
し
、
馬
が
暴
れ
る
懸
念
も
無
い
と

み
ら
れ
る
。
北
国
船（

（（
（

は
、
は
が
せ
船
に
比
べ
船
幅
が

や
や
狭
く
、
舟
底
は
丸
み
の
あ
る
Ｖ
字
形
と
な
っ
て

お
り
、垣
立
の
無
い
舷
側（
馬
の
乗
下
船
が
し
易
い
）、

推
進
用
の
櫂
、
帆
走
が
可
能
な
ど
の
特
徴
で
あ
る
か

ら
、
は
が
せ
船
と
北
国
船
の
ど
ち
ら
も
利
用
で
き
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
今
泉
・
敦
賀
間
に
は
木
材
輸
送
船
の
榑く

れ

船

が
運
航
さ
れ
て
い
た（

（（
（

よ
う
だ
が
、「
榑
」
と
は
建
築

用
板
材
を
指
す
用
語
で
あ
る
か
ら
、
榑
船
は
船
の
型

式
を
指
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
よ
う
だ
。

　

な
お
、
艜

ひ
ら
た

船
を
二
艘
組
ん
で
安
定
を
よ
く
し
て
牛

車
や
輿
の
渡
河
に
用
い
た
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
馬

百
匹
ほ
ど
の
移
送
は
船
橋
の
様
に
横
に
幾
艘
か
を
繋

い
だ
艀
を
特
別
に
手
配
さ
せ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。

　

一
方
、
琵
琶
湖
水
運
で
は
丸
子
船（

（（
（

が
独
自
に
発
展

し
て
い
た
よ
う
だ
か
ら
、
こ
れ
を
用
い
た
も
の
と
み

ら
れ
る
。
な
お
、
応
永
十
五
年
に
南
蛮
船
で
運
ば
れ

た
象
が
小
浜
で
荷
揚
げ
さ
れ
た
件
は
、
琵
琶
湖
水
運

で
象
の
よ
う
な
重
量
物
を
運
ぶ
手
段
が
無
か
っ
た
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
象

を
載
せ
得
る
ほ
ど
の
大
型
丸
子
船
は
無
か
っ
た
も
の

と
み
る
。

　

羽
賀
瀬
・
北
国
船
・
丸
子
船
の
図
を
添
付
し
て
お

く
。

　

図
１　

羽
賀
瀬
船（

（（
（

　

図
２　

北
国
船（

（（
（

　

図
３　

丸
子
船（

（（
（
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五
十
七
巻
一
号

・
永
禄
六
年
北
国
下
り
遣
足
帳

　
「
政
元
・
為
広
越
後
下
向
」
と
比
較
の
為
、
同
時

代
の
一
般
人
の
旅
行
記
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

「
永
禄
六
年
北
国
下
り
遣
足
帳
」（

（（
（

永
禄
六
癸
亥
年
九
月
廿
日

北
国
下
リ
ノ
遣
足　
（
中
略
）

四
十
八
文　

廿
五
日
ノ
夕
・
同
廿
六
日
朝 

木
ノ
本

ニ
テ 

ハ
タ
コ
セ
ン

十
六
文　

サ
ケ
以
下

廿
文　

ヒ
ル
ヤ
ス
ミ　

ツ
ハ
イ
坂

四
十
八
文　

廿
六
日
ノ
夕
・
廿
七
日
朝　

越
前
ノ
今

庄

*

三
十
七
文　

昼
休
サ
ケ
以
下

四
十
八
文　

ハ
タ
コ
銭 

廿
七
日
夕　

廿
八
日
朝　

越
州 

浅
生
津

四
十
文　

北
庄
橋
賃

十
二
文　

キ
レ
ト
ノ
舟
ち
ん

十
七
文　

昼
休

八
文　

湊
船
チ
ン

廿
二
文　

ヒ
ル
ヤ
ス
ミ 

サ
ケ
以
下

五
文　

橋
賃 

加
州

四
十
八
文　

ハ
タ
コ
銭 

十
月
一
日 

二
日
ノ
朝

　

因
み
に
当
時
の
宿
賃
は
二
十
四
文
（
九
六
銭
の
四

分
緡
）
と
規
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
交
通
網

の
整
備
も
進
ん
で
い
た
よ
う
だ
。

　

余
談
な
が
ら
、
栃
の
木
峠
は
柴
田
勝
家
が
開
い
た

と
す
る
の
が
定
説
で
あ
る
が
、
こ
の
資
料
で
見
る
よ

う
に
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
に
は
栃
の
木
峠
を
通

過
し
て
い
る
の
で
、
勝
家
は
拡
張
整
備
し
た
と
す
べ

き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

注（
１
）
越
前
府
中
龍
門
寺
の
草
創
に
つ
い
て　

拙
稿　

若
越

郷
土
研
究　

第
五
六
巻
一
号　

平
成
二
三
年
八
月
発
行

（
２
）
平
安
時
代
の
官
道　

武
生
盆
地
の
歴
史
二　

真
柄
甚

松
著　

一
九
〇
頁

（
３
）
冷
泉
為
広
卿
越
後
下
向
日
記
と
越
前
の
旅
路　

小
葉

田
淳
著　

福
井
県
史
研
究
第
三
号

（
４
）
朝
倉
系
図　

大
日
本
史
料　

天
正
元
年
八
月
二
〇
日

の
条

（
５
）
為
広
越
後
下
向
日
記　

為
広
下
向
記　

冷
泉
家
時
雨

亭
叢
書
六
二　

二
〇
〇
一
年
発
行

（
６
）
蔭
涼
軒
日
録　

第
四
巻　

延
徳
三
年
四
月
二
八
日
条

　

二
〇
〇
〇
頁

（
７
）
敦
賀
市
史　

史
料
編
第
一
巻　

二
一
四
頁

（
８
）
同
前　

二
三
四
頁

（
９
）
同
前　

二
四
三
頁

（
10
）
東
寺
百
合
文
書　

福
井
県
史　

資
料
編
２　

一
六
一

頁
（
11
）
真
言
僧
儀
海
の
足
跡　

清
水
太
郎
著　

を
引
い
て
「
大

須
観
音
真
福
寺
文
庫
撮
影
目
録
」

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版　

清
水
中
世
史
研
究
所
よ
り

（
12
）
大
乗
院
雑
事
記　

文
明
一
二
年
四
月
七
日
の
条

（
13
）
幻
雲
詩
稿
第
二　

続
群
書
類
従　

第
一
三
輯

　

一
九
二
頁

（
14
）
同
前　

二
二
〇
頁

（
15
）
幻
雲
詩
稿
第
三　

同
前　

二
三
七
頁

（
16
）
幻
雲
文
集　

同
前　

三
五
八
頁

（
17
）
悼
韶
陽
侍
者
詩
序　

幻
雲
文
集　

同
前　

三
四
六
頁

（
18
）
悦
岩
栢
公
座
元
寿
像　

幻
雲
文
集　

同
前　

四
〇
三

頁
（
19
）
驢
雪
稾　

五
山
文
学
新
集　

別
巻
２　

二
二
四
頁

（
20
）
総
社
大
神
宮
文
書　

武
生
市
史　

資
料
編　

神
社
・

仏
寺
文
書　

四
一
頁

（
21
）
八
幡
神
社
文
書　

越
前
若
狭
古
文
書
選　

五
〇
四
頁

（
22
）
黙
雲
詩
稾　

続
群
書
類
従　

第
一
三
輯　

八
〇
頁

（
23
）
越
前
朝
倉
氏
の
研
究　

松
原
信
之
著　

二
三
八
頁

（
24
）
朝
倉
系
図　

史
料
綜
覧　

明
応
三
年
一
月
五
日
の
条

（
25
）
印
牧
粱
月
舟
奕
居
士
肖
像　

幻
雲
文
集　

続
群
書
類
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池
田　

越
前
府
中
龍
門
寺
再
考

従　

第
一
三
輯　

四
〇
八
頁

（
26
）
西
野
文
書　

越
前
若
狭
古
文
書
選　

四
七
六
頁

（
27
）
北
国
地
方
に
お
け
る
廻
船
の
発
達　

石
井
謙
治
著　

日
本
海
海
運
史
の
研
究

（
28
）
舟
絵
馬
の
船
型　

刀
禰
勇
太
郎
著　

日
本
の
船
絵
馬

（
29
）
日
本
の
船
を
復
元
す
る　

石
井
謙
治
著　

五
四
頁

（
30
）
増
補
中
世
に
お
け
る
水
運
の
発
達　

徳
田
剱
一
著　

六
七
頁

（
31
）
日
本
の
船　

和
船
編　

足
達
裕
之
著　

三
三
～
三
六

頁
（
32
）
同
前
二
九　

五
五
頁

（
33
）
同
前
二
九　

五
四
頁

（
34
）
同
前
三
一　

三
五
頁

（
35
）
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書　

国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
研
究
報
告　

第
三
九
集

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館　

研
究
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
「
永

禄
六
年
北
国
下
り
遣
足
帳
」
に
つ
い
て　

小
島
道
裕
著

・
年
表

正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
十
一
月	

大
休
正
念
示
寂

正
安
元
年
（
一
二
九
九
）
以
前	

寂
円
妙
法
寺
の
開
山
と
な
る

正
安
元
年
（
一
二
九
九
）
九
月	

寂
円
示
寂

延
慶
四
年
（
一
三
一
一
）
二
月	

永
徳
寺
長
老
と
庵
主
が
大
慶
寺
で
上
堂
を
遂
る

正
和
三
年
（
一
三
一
四
）
八
月	

妙
法
寺
長
老
が
大
慶
寺
で
上
堂
を
遂
る

元
享
三
年
（
一
三
二
三
）
七
月	

秋
澗
道
泉
示
寂

暦
応
三
年
（
一
三
四
〇
）
九
月	

妙
法
寺
城
山
麓
焼
き
討
ち

延
文
六
年
（
一
三
六
〇
）
三
月	

妙
法
寺
前
住
石
翁
是
堅
示
寂

応
安
二
年
（
一
三
六
九
）
七
月	

妙
法
寺
前
住
別
岸
和
尚
示
寂

応
安
二
年
（
一
三
六
九
）
以
前	

妙
法
寺
諸
山
位
を
得
る

文
安
四
年
（
一
四
四
七
）
以
前	

妙
法
寺
へ
怡
庵
和
尚
入
院

寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
十
月	

玖
侍
者
（
光
玖
）、
朝
倉
代
官
と
し
て
越
前
下
向

文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
七
月	

足
利
義
材
生
誕

応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
一
月	

応
仁
の
乱
始
ま
る

応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
三
月
以
前	

光
玖
、
国
中
奉
行
人
と
な
る

応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
五
月	

義
敏
、
義
廉
、
朝
倉
勢
を
越
前
よ
り
追
落

応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
十
一
月	

朝
倉
孝
景
越
前
に
帰
国

応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）　
こ
の
頃	

妙
法
寺
焼
失

文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
五
月	

朝
倉
、
東
軍
に
寝
返
り
、
甲
斐
孤
立

文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
八
月	

朝
倉
、
鯖
江
上
野
・
新
庄
保
鴨
宮
で
甲
斐
と
戦
闘

文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
八
月	

朝
倉
、
府
中
守
護
所
よ
り
甲
斐
氏
を
追
落

文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
一
月	

甲
斐
、
反
撃
し
杣
山
で
合
戦
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五
十
七
巻
一
号

文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
十
二
月	

朝
倉
、
大
野
で
合
戦
甲
斐
・
二
宮
・
義
敏
を
追
落

文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
七
月
以
前	

光
玖
、
府
中
に
あ
っ
て
小
守
護
代
を
支
配
下
に
お
く

文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
十
一
月	

義
視
・
義
材
美
濃
へ
下
る
（
義
材
十
一
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
頃	

�

悦
岩
□
栢
座
元
、
回
春
院
を
建
立
（
悦
岩
栢
公
座
元
寿
像
）

文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
二
月	

斎
藤
妙
椿
死
去
、
美
濃
文
明
の
乱
勃
発
（
義
材
十
四
歳
）

文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
四
月	

慈
視
院
光
玖
、
大
野
郡
を
支
配
下
に
置
く

文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
四
月	
金
津
、
町
屋
焼
失

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
頃	
妙
法
寺
再
建
さ
れ
る
（
悦
岩
栢
公
座
元
寿
像
）

文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）
七
月	

朝
倉
孝
景
死
去
（
朝
倉
氏
第
一
代
）

文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
七
月	

朝
倉
氏
景
死
去
（
朝
倉
氏
第
二
代
）

長
享
元
年
（
一
四
八
七
）
一
月	

義
材
、
美
濃
で
元
服
（
義
材
二
十
一
歳
）

延
徳
元
年
（
一
四
八
九
）
四
月	

義
視
・
義
材
美
濃
よ
り
上
京
（
義
材
二
十
三
歳
）

延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
七
月	

足
利
義
材
、
第
十
代
将
軍
就
く
（
義
材
二
十
四
歳
）

延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
閏
八
月	

義
材
、
美
濃
承
隆
寺
住
持
恩
に
報
い
十
刹
を
要
求

延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
三
月	

�

細
川
政
元
が
越
後
下
向
の
途
中
に
回
春
院
で
一
泊
し
、
光

玖
応
対
す
る

延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
八
月	

義
材
、
近
江
に
出
陣
、
朝
倉
征
討
対
象
と
な
る

明
応
元
年
（
一
四
九
二
）
十
二
月	

義
材
、
近
江
か
ら
帰
陣
、
朝
倉
征
討
対
象
か
ら
外
れ
る

明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
四
月	

義
材
、
細
川
政
元
と
戦
い
捕
る
（
義
材
二
十
七
歳
）

	

朝
倉
勢
一
万
余
細
川
方
と
な
っ
て
義
材
を
京
に
連
戻
る

明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
六
月	

義
材
、
越
中
へ
逃
亡
す
る

明
応
三
年
（
一
四
九
四
）
一
月	

慈
視
院
光
玖
、
死
去

明
応
四
年
（
一
四
九
五
）
九
月	

景
冬
、
死
去

明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
八
月	

足
利
義
材
名
を
義
尹
と
改
め
る

明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
九
月	

�

義
尹
、
越
中
よ
り
越
前
含
蔵
寺
へ
移
る
（
義
材
三
十
二
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
頃	

義
材
乱
を
避
け
回
春
院
に
遇
居
（
悦
岩
栢
公
座
元
寿
像
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
頃	

�

龍
門
の
書
額
を
受
け
龍
門
寺
に
改
め
る
（
悦
岩
栢
公
座
元

寿
像
）

明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
七
月
　	

義
尹
、
越
前
府
中
を
発
し
敦
賀
に
兵
を
進
め
る

明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
十
一
月	

義
尹
、
越
前
敦
賀
を
発
し
京
に
向
け
進
攻

	

義
尹
、
近
江
で
戦
い
河
内
に
敗
走
し
周
防
に
居
す

永
正
四
年
（
一
五
〇
七
）
六
月	

細
川
政
元
暗
殺
さ
れ
る

永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）
二
月	

�

義
澄
、
貞
景
に
参
洛
を
命
じ
る
が
一
向
一
揆
の
対
応
を
理

由
と
し
て
断
る

永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）
六
月	

義
尹
、
復
位
す
（
義
尹
四
十
二
歳
）

永
正
六
年
（
一
五
〇
九
）
六
月	

月
舟
寿
桂
、
越
前
弘
祥
寺
入
寺
、
七
月
退
院

永
正
七
年
（
一
五
一
〇
）
三
月	

月
舟
寿
桂
、
建
仁
寺
初
住
、
七
月
退
院

永
正
十
年
（
一
五
一
三
）
十
一
月	

足
利
義
尹
、
名
を
義
稙
と
改
め
る

永
正
十
五
年
（
一
五
一
八
）
九
月	

月
舟
寿
桂
、
越
前
善
応
寺
入
寺
、
同
月
退
院

大
永
元
年
（
一
五
二
一
）
三
月	

義
稙
、
細
川
高
国
の
専
横
を
憤
慨
し
出
奔

大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
七
月	

龍
門
寺
瑞
安
越
知
山
造
営
料
を
寄
進
す
る

大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
四
月	

義
稙
、
阿
波
で
死
去
（
寿
五
十
七
歳
）

天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
十
二
月	

月
舟
寿
桂
、
示
寂

天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
四
月	

美
濃
承
隆
寺
諸
山
位
を
得
る

天
文
二
三
年
（
一
五
五
四
）
四
月	

妙
法
寺
十
刹
位
を
得
る
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